
1 ひので議会だより        号172

172

平成 26 年　第 3 回定例会

平成26年11月15日 No.

日の出町の保育事業に関する条例
ほか22件の議案を審議… ………………………………………… 2Ｐ
　　　　　　「町政を問う」11人の議員… ……………………… 6Ｐ
平成25年度決算審査… ……………………………………………12P
一般質問

ひので議会だより表紙写真募集
募集内容
・町内で撮影した冬をイメージした写真
・町内在住・在勤の方
応募期間　11月15日～12月28日
第173号（平成27年2月15日発行）に掲載予定
詳しくは16ページをご覧ください。

今回より一般質問に
1問１答方式を採用

10 月 26 日、日の出町青少年健全育
成会主催の「親子イモ堀り・トン汁を
たべよう !」が開催され、青空の下約
320人が参加しました。

お知らせ
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定 例 会定 例 会第3 回

平成26年

　
条
例
の
制
定
・
改
正

・
日
の
出
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例　

	

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
可
決

・
日
の
出
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例　
……
…
…
…
…
…
…
可
決

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
よ
り

基
準
を
定
め
る
も
の
。

・
日
の
出
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
可
決

児
童
福
祉
法
の
改
正
等
に
よ
り
制
定
す
る

も
の
。

・
日
の
出
町
保
育
の
必
要
性
の
認
定
の
基
準
を

定
め
る
条
例　
……
…
…
…
…
…
…
可
決

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
よ
り

基
準
を
定
め
る
も
の
。

・
日
の
出
町
学
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
運
営
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

	

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
可
決

児
童
福
祉
法
の
改
正
等
に
よ
り
制
定
す
る

も
の
。

審  

議  

内  

容

９
月
１
日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
の
16
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
定
例
会
で
は
、
平
成
25
年
度
決
算
等

20
件
の
町
長
提
出
議
案
と
、
議
員
提
出

議
案
２
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
通

り
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
件
の
陳
情
に
つ
い
て
も
審
議

さ
れ
、
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
と
し
て
、
条
例
で
は
「
日
の

出
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
」
の
施
行
に
伴
い
制
定
す
る
も
の

で
町
が
認
可
す
る
地
域
型
保
育
事
業（
家

庭
的
保
育
事
業
・
小
規
模
保
育
事
業
・

居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
・
事
業
所
内
保

育
事
業
）
の
基
準
を
定
め
る
も
の
で
す
。

予
算
と
し
て
、
平
成
26
年
度
補
正
予

算
及
び
平
成
25
年
度
決
算
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

人
事
案
件
と
し
て
は
、
日
の
出
町
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
及

び
日
の
出
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

子ども・子育て
支援新制度とは

子ども子育て支援新制度とは、平
成24年８月に成立した子ども・子
育て関連３法に基づき実施される
新たな制度で、幼児期の教育、保
育の総合的な提供や地域の子ど
も・子育て支援の一層の充実、待
機児童の解消などを目指し、平成
27年４月から実施される予定です。
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平
成
26
年
度
補
正
予
算

・
平
成
26
年
度
日
の
出
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
決

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
千
６
百
44
万	

８
千
円
を
追
加
。

・
平
成
26
年
度
日
の
出
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）　
……
…
…
…
…
…

可
決

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
百
86
万
４
千

円
を
追
加
。

・
平
成
26
年
度
日
の
出
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）　
……
…
…
…
…
…

可
決

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
56
万
円
を
追

加
。

・
平
成
26
年
度
日
の
出
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）　
……
…
…
…
…
…

可
決

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
７
百
79
万

円
を
追
加
。

・
平
成
26
年
度
日
の
出
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
決

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
百
55
万
３
千

円
を
追
加
。

　
平
成
25
年
度
決
算

・
平
成
25
年
度
日
の
出
町
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
の
決
算
を
認
定

（
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｐ
12
～
Ｐ
15
）

　
人
事

・
日
の
出
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

同
意

須　

崎　

安　

通　

氏

任
期　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
29
年
９
月
30
日

福　

嶋　

誠　

一　

郎　

氏

任
期　

平
成
26
年
12
月
２
日
か
ら

　
　
　

平
成
29
年
12
月
１
日

・
日
の
出
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て　
……
…
…
…
…
…
…

同
意

大　

串　

國　

廣　

氏

任
期　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
30
年
９
月
30
日

　
道
路
の
認
定

・
日
の
出
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
決

新
た
に
道
路
を
認
定
す
る
も
の

路
線
名　

落
合
23
号
線

　
　
　
　

落
合
24
号
線

　
契
　
約

・
平
成
26
年
度
日
の
出
町
防
災
行
政
無
線

固
定
系
デ
ジ
タ
ル
化
移
行
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て　

　
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
決

契
約
金
額　

８
千
９
百
64
万
円

　
議
員
提
出
議
案

・「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」
の
早
期
制
定

に
関
す
る
意
見
書　
……
…
…

可
決

意
見
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
５
ペ
ー
ジ

・
地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
決

意
見
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
５
ペ
ー
ジ

　
陳
　
情

９
月
２
日
に
総
務
ま
ち
づ
く
り
常
任
委

員
会
、厚
生
文
教
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
陳
情
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま

し
た
。

・
日
の
出
町　
空
き
家
の
適
正
管
理
に
関

す
る
陳
情　
……
…
…
…

継
続
審
査

（
第
３
回
臨
時
会
か
ら
の
継
続
審
査
）

・「
憲
法
解
釈
を
変
え
て
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
容
認
す
る
閣
議
決
定
の
速
や

か
な
撤
回
」
を
国
に
求
め
る
こ
と
に
関

す
る
陳
情　
……
…
…
…
…

不
採
択

・
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
陳
情

　
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

採
択

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
改
修
に
関
す
る
陳
情

　
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

不
採
択

防災無線子局

平成26年度日の出町防災行政無線固定系
デジタル化移行工事

現在使用されている防災無線を５年計画でデジ
タル化に移行する工事で、建設してから23年間
経過し、老朽化が進んでいること、電波法の改正
により平成34年12月からアナログ式が使用出来
なくなることにより、町内の37箇所の屋外拡声子
局等をデジタル化する工事です。
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番号 議　　案　　名 自 政 公 町 共 志 新 結　果
46 日の出町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○� ○ ○ － 同意
��47 日の出町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意
��48 日の出町教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意
��49 日の出町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ × ○ － 可決

��50 日の出町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

��51 日の出町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
��52 日の出町保育の必要性の認定の基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ × ○ － 可決
��53 日の出町学童クラブの設置及び運営に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
��54 平成 26年度日の出町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
��55 平成 26年度日の出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
��56 平成 26年度日の出町下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ �○ ○ ○ ○ ○ － 可決
��57 平成 26年度日の出町介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
��58 平成 26年度日の出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
��59 平成 25年度日の出町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定
��60 平成 25年度日の出町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定
��61 平成 25年度日の出町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定
��62 平成 25年度日の出町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定
��63 平成 25年度日の出町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ �○ ○ ○ ○ ○ － 認定

��64 平成 26年度日の出町防災行政無線固定系デジタル化移行工事請負
契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

��65 日の出町道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

番号 議　　案　　名 自 政 公 町 共 志 新 結　果
５ �「手話言語法（仮称）」の早期制定に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
６ 地方税財源の拡充に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

番　号 陳　　情　　名 陳　情　者 審議結果

26陳情第５号 日の出町空き家の適正管理に関する陳情 新日本婦人の会日の出支部
代表　森山幸子 継続審査

26陳情第８号 「憲法解釈を変えて集団的自衛権の行使を容認する閣議決定
の速やかな撤回」を求めることに関する陳情

日の出 9条の会
相田諭子　外 2名 不 採 択

26陳情第９号 手話言語法制定を求める意見書提出についての陳情
公益社団法人東京聴覚障害者
総合支援機構・東京都聴覚障
害者連盟　会長　粟野達人

採　 択

26陳情第 10号 ガードレール改修に関する陳情 千金忠司 不 採 択

○…賛成　×…反対＜町長提出議案＞

＜議員提出議案＞

＜陳　情＞

議 案 と 結 果

 会　派　名 略　号 所　　属　　議　　員　（ ★ 印 ･･･ 会派代表者 ）
自民蒼政クラブ 自 ★ 平野隆史・星野　茂・小玉正義・東　玉喜・川脇敏徳 5人
政 和 会 政 ★ 濵中映慈・神田芳男・濱田敏郎 3人
公 明 党 公 ★ 大澤言枝・嘉倉　治 2人
町 民 党 町 ★ 田村みさ子・青鹿和男 2人
日 本 共 産 党 共 ★ 折田眞知子 1人
志 政 会 志 ★ 森田征四 1人
一 新 の 会 新 ★ 加藤光德 1人

＜各会派の名称と所属議員＞（平成 22年　月　日現在）

※一新の会（新）については議長を務めているため採決には参加していない。

※ 26陳情第５号については、第 3回臨時会からの継続審査
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議員提出議案第 5号

議員提出議案第６号

手話言語法（仮称）の早期制定に関する意見書

地方税財源の拡充に関する意見書

　手話は、聴覚障害者がコミュニケーションを取り、物事を考える際に使用され、手指の動きや表情などを使っ
て概念や意思を視覚的に表現するもので、日本語と同様に独自の語いや文法体系を持つ言語である。
　平成 18年 12 月に国際連合総会において採択された「障害者の権利に関する条約」では、言語は「音声言語
及び手話その他の形態の非音声言語」と定義されている。手話は言語として国際的に認知されており、わが国は
平成 26年１月に同条約を批准したところである。
　また、平成 23年８月に成立した改正障害者基本法第３条第３号は、「全て障害者は、可能な限り、言語（手
話を含む。）その他の意思疎通のための手段についての選択の機会が確保される」と規定し、手話が言語に含ま
れることを明記している。
　こうした中、手話が音声言語と対等な言語であることを広く周知し、国民の理解を促進するとともに、聴覚障
害者が、家庭、学校、地域社会その他のあらゆる場において、手話を使用して自由なコミュニケーションを享受
できるような社会環境を整備することが求められている。
　よって、日の出町議会は、国会及び政府に対し、手話に関する包括的な法律として「手話言語法（仮称）」を
早期に制定するよう強く要請する。
　以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

　平成26年 9月16日
東京都西多摩郡日の出町議会

衆 議 院 議 長 総 務 大 臣
参 議 院 議 長 文 部 科 学 大 臣 様
内 閣 総 理 大 臣 厚 生 労 働 大 臣

　真の分権型社会を実現するためには、国と地方の役割分担を明確にし、地方がその責任と権限に応じた役割を
果たせるよう、地方税財源の拡充を図る必要がある。
　しかし、国は、平成 26年度税制改正において、地方法人特別税・地方法人特別譲与税を廃止しないばかりか、
地方の貴重な自主財源である法人住民税の国税化を新たに導入し、消費税率の 10パ－セントへの引き上げ時に
は、法人住民税の国税化をさらに進めるとした。
　こうした措置は、地方税財源の拡充につながらず、地方の自立そのものを妨げ、地方分権の流れに逆行するも
のである。併せて、来年度からは法人実効税率の引下げが予定されており、地方税財政への影響が強く懸念され
ている。また、法人実効税率の引下げに関連し、地方自治体が自らの課税自主権に基づいて実施している地方税
の超過課税について、一部からはその自主的な取り止めを求めるかのような意見も出てきている。
　現在、日の出町には、急激に押し寄せる少子高齢化への対応や、子育て環境の整備、高度成長期に建設された
多くの公共施設の維持・更新、防災力の強化、治安対策など、膨大な財政需要が存在している。
　地方自治体が、こうした多岐にわたる課題に適切に対応し、充実した住民サービスを提供していくためには、
需要に見合う財源の確保が不可欠であり、地方財政が抱える巨額の財源不足という問題は、限られた地方税財源
の中での財源調整では根本的な解決を図ることはできない。すなわち、近年の税制改正で導入された地方法人特
別税及び地方法人特別譲与税、地方法人税のように、地方固有の税を地方間の財源調整に用いるような対応は、
厳に慎むべきことである。
　よって、日の出町議会は、国会及び政府に対し、法人実効税率の引下げを行う場合には、国の責任において確
実な代替財源を確保するなど、全ての地方自治体の歳入に影響を及ぼさないよう万全の対応を行うとともに、憲
法で保障された地方の課税自主権に基づく超過課税の実施に関しては、あくまでも地方自治体の判断が尊重され
るべきこと、また、地方税の根本原則をゆがめる地方法人特別税・地方法人特別譲与税と法人住民税の国税化を
直ちに撤廃して地方税として復元し、地方が担う権限と責任に見合う地方税財源の拡充という本質的な問題に取
り組むことを強く要請する。
　以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

　平成 26年 9月 16日
東京都西多摩郡日の出町議会

衆 議 院 議 長 総 務 大 臣
参 議 院 議 長 財 務 大 臣 様
内 閣 総 理 大 臣

意　　見　　書
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小
こ

玉
だま

 正
まさ

義
よし

11人の議員

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

内
容
に
つ
い
て
問
う

質　

町
民
参
加
が
一
つ
の

特
長
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

課
長　

自
助
に
よ
る
町
民

の
防
災
力
向
上
と
地
域
に

よ
る
共
助
の
推
進
が
特
長

と
な
っ
て
い
る
。

質　
「
防
災
隣
組
」
を
目

指
す
自
治
会
が
出
て
き
た

ら
町
は
支
援
す
る
か
。

課
長　

防
災
隣
組
の
認
定

を
進
め
た
い
。
自
発
的
活

動
が
望
ま
し
く
町
は
都
へ

の
申
請
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

時
の
支
援
が
中
心
。
自
治

会
活
性
化
補
助
金
、
民
間

防
災
組
織
育
成
助
成
金
の

活
用
で
推
進
し
て
い
た
だ

く
。

質　

防
災
無
線
の
改
善
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

課
長　

５
年
計
画
で
子
局

の
更
新
と
デ
ジ
タ
ル
化
を

行
う
。
子
局
増
設
、
各
ス

ピ
ー
カ
ー
の
個
別
音
量
調

節
化
等
検
討
し
て
い
く
。

「
土
砂
災
害
時
の
避
難
」
に

つ
い
て

質　

災
害
予
想
時
の
避
難

勧
告
や
避
難
指
示
方
法
を

ど
う
規
定
し
て
い
る
か
。

課
長　

気
象
条
件
や
地
震

の
震
度
に
よ
り
、
住
民
へ

の
避
難
勧
告
の
基
準
、
広

域
避
難
所
の
動
き
な
ど
を

細
か
く
定
め
た
。

質　

災
害
予
想
時
の
情
報

伝
達
方
法
見
直
し
は
。

課
長　

国
、
都
と
の
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
や
自
動
メ
ー
ル

送
信
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

た
。

国
民
健
康
保
険
の
料
率
、

不
足
分
の
補
填
等
に
つ
い

て
、
周
辺
市
町
村
と
の
格

差
の
動
向
を
問
う

質　

不
足
分
の
繰
入
金
格

差
は
今
後
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
く
か
。

課
長　

税
収
が
現
状
の
ま

ま
で
あ
れ
ば
、
一
般
会
計

か
ら
の
赤
字
繰
入
金
は
今

後
も
増
え
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

東京都災害情報システム

９月定例会より１問１答方式と
なったことにより、複数の質問
を掲載することとなりました。
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田
た

村
むら

 み
み

さ
さ

子
こ

（
仮
称
）
野
鳥
の
森
・
こ
ど

も
自
然
公
園
に
つ
い
て

質　

構
想
は
長
期
総
合
計

画
、
都
市
計
画
、
観
光
振

興
計
画
な
ど
を
関
連
さ
せ

て
い
る
が
整
合
性
を
ど

の
よ
う
に
図
っ
て
行
く
の

か
。

課
長　

里
山
の
豊
か
な
恵

み
と
交
流
促
進
を
通
し

て
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
に
対
応
さ
せ
た
構
想
に

な
っ
て
い
る
。

質　

環
境
に
配
慮
し
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
と
考

え
る
が
。

課
長　

ト
イ
レ
な
ど
の
必

要
最
小
限
の
施
設
整
備
や

周
辺
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
な

ど
が
今
後
の
課
題
で
あ
り
、

検
討
委
員
会
等
の
場
で
検

討
を
重
ね
て
行
く
。

質　

現
在
、
散
策
道
や
森

の
手
入
れ
が
行
き
届
い
て

い
る
。
こ
れ
は
都
か
ら
の

補
助
事
業
の
成
果
と
考
え

て
い
る
が
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。

課
長　

今
後
必
要
な
整
備

や
管
理
等
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
の
協
力
、

多
方
面
で
の
補
助
金
活
用

な
ど
を
検
討
し
て
行
く
。

東
光
院
橋
に
つ
い
て

質　

今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

課
長　

年
度
内
に
詳
細
設

計
を
終
了
さ
せ
、
来
年
度

に
工
事
積
算
を
行
う
。

28
年
度
で
の
予
算
要
求
で

下
部
工
事
の
着
手
を
予
定

し
て
い
る
。

質　

工
事
費
及
び
補
助
金

は
ど
の
程
度
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

課
長　

現
在
、
詳
細
設
計

を
行
っ
て
い
る
段
階
の
た

め
精
査
し
た
工
事
費
は
算

出
し
て
い
な
い
。
補
助
金

に
つ
い
て
は
「
人
道
橋
建

設
」
が
東
京
都
の
市
町
村

土
木
補
助
金
の
対
象
外
と

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
現

時
点
で
は
補
助
金
は
見
込

ん
で
い
な
い
。

街
路
樹
に
つ
い
て
問
う

質　

桜
の
街
路
樹
に
つ
い

て
、
手
入
れ
の
検
討
を
。

課
長　

木
の
伐
採
、
枝
の

剪
定
を
計
画
的
に
進
め
て

い
く
。
藤
谷
街
道
に
つ
い

て
は
歩
道
補
修
も
す
る
。

質　

日
の
出
団
地
の
街
路

樹
の
植
替
え
計
画
は
。

課
長　

プ
ラ
タ
ナ
ス
は
危

険
木
と
診
断
さ
れ
、
順
次

伐
採
し
て
い
る
。
今
後
の

植
栽
は
状
況
を
見
て
計
画

的
に
進
め
て
い
く
。

例
規
文
書
を
問
う

質　

条
例
や
規
則
に
加
え

要
綱
等
に
つ
い
て
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
検
討
を

課
長　

今
後
、
近
隣
の
状

況
を
参
考
に
検
討
す
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
策
定
を
問
う

質　

計
画
策
定
予
定
は
。

課
長　

今
年
度
中
に
施
設

等
の
調
査
を
行
い
計
画
策

定
に
向
け
検
討
す
る
。

介
護
保
険
制
度
の
充
実
・

強
化
を
問
う

質　

社
会
福
祉
協
議
会
の

小
地
域
福
祉
活
動
で
は
自

治
会
を
中
心
に
福
祉
の
実

践
を
し
て
き
た
。
こ
の
環

境
を
継
続
し
発
展
さ
せ
る

よ
う
実
の
あ
る
連
携
を
。

課
長　

地
域
資
源
の
掘
り

起
し
や
連
携
が
最
も
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。
社
協

は
地
域
福
祉
の
先
導
的
な

役
割
を
し
て
き
た
。
連
携

強
化
に
向
け
て
協
議
し
福

祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
。

子
育
て
環
境
充
実
を
問
う

質　

保
育
園
と
幼
稚
園
の

子
育
て
支
援
窓
口
一
本
化

を
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

窓
口
の
一
本
化
は

保
護
者
に
も
利
用
し
や
す

い
。
今
後
は
子
育
て
福
祉

課
を
相
談
窓
口
と
す
る
。

質　

町
内
幼
稚
園
で
の「
預

か
り
保
育
」
に
つ
い
て
財

政
補
助
の
検
討
を
。

町
長　

実
現
に
向
け
努
力

す
る
。

野鳥の森からの眺め

子育て福祉課窓口

星ほ
し

野の 

　
茂し

げ
る
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濵
はま

中
なか

 映
てる

慈
よし

将
来
に
備
え
た
都
市
計
画

設
定
を
問
う

質　

人
口
減
少
社
会
の
到

来
で
20
代
～
30
代
の
女

性
が
２
０
４
０
年
に
半
減

す
る
全
国
の
自
治
体
は

８
９
６
団
体
に
及
ぶ
こ
と

が
公
表
さ
れ
た
が
、
町
の

10
年
20
年
先
の
将
来
構
想

を
伺
う
。

町
長　

地
域
別
将
来
推
計

人
口
に
よ
れ
ば
、
当
町
は

減
少
予
想
と
は
逆
に
現
在

４
２
９
人
の
増
加
で
あ
る

こ
れ
は
次
世
代
育
成
ク
ー

ポ
ン
、
長
寿
化
対
策
、
日

本
一
の
福
祉
の
町
づ
く
り

な
ど
の
施
策
に
よ
る
成
果

と
考
え
て
い
る
。
将
来
構

想
は
第
５
次
長
期
総
合
計

画
を
基
に
推
進
す
る
。

質　

人
口
減
少
社
会
、
少

子
化
対
策
と
し
て
定
住
化

促
進
の
観
点
で
、
市
街
化
区

域
と
隣
接
す
る
三
吉
野
清

坊
、
宿
上
、
井
戸
端
地
域

を
市
街
化
に
編
入
し
て
は
。

課
長　

地
権
者
の
同
意
や

農
業
振
興
地
域
の
変
更
な

ど
諸
課
題
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
、
慎
重
に
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

空
き
家
対
策
を
問
う

質　

空
き
家
の
諸
問
題
に

対
応
す
べ
く
条
例
制
定
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

課
長　

個
人
の
財
産
権
の

問
題
も
あ
り
、
国
の
法
整

備
の
動
向
を
見
据
え
検
討

し
た
い
。

東
光
院
橋
の
実
施
計
画
を

問
う

質　

橋
梁
の
規
模
・
建
設

費
用
概
算
は
。

課
長　

橋
長
は
36
ｍ
、
幅

員
が
３
ｍ
、
Ｈ
27
年
度
に

工
事
積
算
を
実
施
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
に

つ
い
て
問
う

質　

制
度
の
進
捗
状
況
は
。

課
長　

関
係
機
関
と
の
協

議
を
し
て
お
り
早
期
に
取

り
組
み
た
い
。

日
の
出
山
に
つ
い
て

質　

東し
の
の
め雲

山
荘
の
老
朽
化

に
伴
う
改
修
計
画
は
。

町
長　

自
然
公
園
法
の
規

制
が
あ
る
が
、
景
観
に
配

慮
し
た
外
壁
の
補
修
工
事

を
次
年
度
以
降
実
施
し
て

い
き
た
い
。

質　

具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
規
制
が
あ
る
か
。

課
長　

工
作
物
の
新
築
、

増
改
築
、
色
彩
の
変
更
に

は
環
境
大
臣
の
許
可
が
必

要
だ
が
、
修
繕
の
場
合
は

許
可
、
届
け
出
は
不
要
で

あ
る
。

質　

東し
の
の
め雲
山
荘
の
年
間
宿

泊
者
数
は
。

課
長　

23
年
度
１
５
７
名
、

24
年
度
２
３
１
名
、
25
年

度
２
６
７
名
と
年
々
増
加

し
て
き
て
い
る
。

質　

今
後
の
Ｐ
Ｒ
等
は
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

課
長　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
。ま
た
、イ
オ
ン
モ
ー
ル
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
八
王
子
支
社
、

御
岳
登
山
鉄
道
等
に
Ｐ
Ｒ

の
協
力
依
頼
を
考
え
て
い

る
。

質　

日
の
出
山
山
頂
付
近

（
日
の
出
山
園
地
）
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
。

町
長　

東
京
都
環
境
局
の

所
管
事
業
と
し
て
今
年
度

か
ら
３
カ
年
計
画
で
整
備

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

質　

具
体
的
な
計
画
内
容

は
都
か
ら
聞
い
て
い
る
か
。

課
長　

11
月
頃
に
入
札
、

本
年
度
よ
り
着
工
し
、
ベ

ン
チ
や
案
内
板
の
設
置
、

ま
た
、
ロ
ー
プ
柵
等
で
安

全
対
策
に
も
配
慮
さ
れ
て

い
る
。

質　

登
山
道
等
の
整
備
に

つ
い
て
。

町
長　

昨
今
の
異
常
気
象

や
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る

登
山
者
の
救
出
道
路
、
山

林
火
災
等
の
防
災
道
路
と

し
て
、
早
急
に
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お

り
、
関
係
機
関
に
強
く
要

望
し
て
い
く
。

市街化区域に隣接する土地

嘉か

倉く
ら 

　
治お

さ
む
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川
かわ

脇
わき

 敏
とし

徳
のり

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
問
う

質　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
を
続
け
ら

れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
計
画
は
。

町
長　

２
０
２
５
年
に
は

後
期
高
齢
者
は
、
今
の
２

倍
、
四
千
人
を
越
え
る
予

想
。
福
祉
施
策
は
も
と
よ

り
、
町
の
行
財
政
運
営
に

も
大
き
な
影
響
が
あ
る
。

国
や
都
の
動
向
を
見
て
、

「
町
づ
く
り
地
域
づ
く
り
」

に
邁
進
す
る
。

医
療
費
無
料
化
を
問
う

質　

町
長
の
選
挙
公
約
で

あ
る
医
療
費
無
料
化
70
歳

引
下
げ
は
い
つ
実
施
か
。

町
長　

本
年
12
月
議
会
条

例
化
を
目
途
に
作
業
を
進

め
、
明
年
の
実
施
を
目
指

す
。

役
場
駐
車
場
に
つ
い
て

質　

役
場
正
面
の
駐
車
場

出
入
口
の
拡
幅
を
。

課
長　

事
故
防
止
に
配
慮

し
駐
車
場
内
の
速
度
表
示

の
設
置
や
、
交
通
状
況
に

留
意
し
、
様
子
を
見
る
。

安
全
・
安
心
の
給
食
を

質　

給
食
食
材
放
射
性
物

質
検
査
の
継
続
を
。

課
長　

リ
ー
ス
契
約
を
延

長
し
、
検
査
は
続
け
る
。

子
ど
も
の
ス
マ
ホ
対
策
を

問
う

質　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ラ
イ
ン
等
小
中
学
生
に
普

及
し
問
題
が
多
発
し
て
い

る
が
実
態
は
。

課
長　

小
中
学
校
と
も
に

問
題
と
な
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い
。
中
学
校
は
持
ち

込
み
禁
止
と
し
、
総
合
学

習
・
セ
フ
テ
ィ
ー
教
室
等

で
指
導
し
て
い
る
。

女
性
が
発
揮
で
き
る
社
会

を質　

町
の
女
性
管
理
職
の

登
用
は
。

町
長　

女
性
管
理
職
は
不

在
。
女
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
や
す
い
環
境
を
確
保

し
、
昇
任
試
験
を
実
施
。

新
公
民
館
の
建
設
工
事
に

つ
い
て
問
う

質　

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

課
長　

２
月
の
大
雪
で
工

事
が
遅
れ
、
11
月
末
を
工

期
と
し
て
事
務
処
理
中
。

質　

新
公
民
館
の
建
築
工

事
な
ど
町
民
が
関
心
あ
る

も
の
は
、そ
の
状
況
を
ネ
ッ

ト
配
信
し
て
は
。

課
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ

て
検
討
す
る
。

質　

今
回
設
置
す
る
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
規
模
と
能
力

は
。

課
長　

40
枚
の
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
約
9.5
Ｋ
ｗ
の
総

発
電
量
で
、
施
設
内
使
用

を
除
く
、
売
電
に
関
し
て

は
月
１
万
円
程
度
と
推
測
。

質　

建
設
の
管
理
体
制
は
。

課
長　

施
工
関
連
業
者
と

建
設
課
の
一
級
建
築
士
に

よ
る
定
例
打
合
せ
と
、
週

２
回
以
上
の
現
場
管
理
。

質　

日
の
出
町
の
業
者
は

何
社
参
加
し
て
い
る
か
。

課
長　

町
内
業
者
数
社
に

声
を
掛
け
、
４
社
が
参
加
。

目
的
別
歳
出
決
算
額
に
お

け
る
民
生
費
と
町
独
自
の

施
策
に
つ
い
て
問
う

質　

民
生
費
の
構
成
比
に

つ
い
て
平
成
20
年
度
か
ら

25
年
度
の
推
移
は
。

課
長　

30.1
％
か
ら
37.8
％
へ

と
7.7
％
の
増
加
傾
向
に
あ

る
。

質　

今
後
の
見
通
し
は
。

課
長　

増
加
傾
向
に
あ
る
。

質　

高
齢
者
医
療
費
助
成

の
年
齢
を
75
歳
か
ら
70
歳

に
引
き
下
げ
た
場
合
の
推

移
と
そ
の
対
応
は
。

課
長　

増
え
る
可
能
性
が

あ
り
、
精
査
調
整
が
必
要
。

質　

行
財
政
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
場
合
、
町
独
自

の
施
策
を
受
け
ら
れ
る
要

件
の
見
直
し
や
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
等
に
よ
る
検
証

が
必
要
で
は
な
い
か
。

課
長　

今
後
研
究
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

建設が進む公民館（やまびこホール）

高齢者外出支援バス

大お
お

澤さ
わ 

言こ
と

枝え
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東
ひがし

　  玉
たま

喜
き

保
育
に
つ
い
て

質　

待
機
児
童
の
状
況
に

つ
い
て
。

課
長　

６
月
に
新
園
が
開

園
し
、
待
機
児
童
は
解
消

さ
れ
た
が
、
９
月
１
日
現

在
で
は
、
３
名
発
生
し
て

い
る
。

質　

保
育
園
の
入
園
基
準

に
つ
い
て
。

課
長　

町
保
育
園
の
実
施

に
関
す
る
条
例
及
び
施
行

規
則
で
必
要
な
事
項
を
定

め
て
い
る
。

質　

保
護
者
の
方
か
ら
、

ど
う
し
て
入
園
で
き
な
い

の
か
と
い
う
声
を
よ
く
聞

く
が
。

課
長　

基
準
を
決
め
、
そ

の
指
数
（
ポ
イ
ン
ト
）
で

優
先
的
に
、
困
っ
て
い
る

方
か
ら
入
園
し
て
い
た
だ

く
形
と
し
て
い
る
。

質　

保
育
士
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
。（
責
任
の
重

い
、
命
を
預
か
る
仕
事
と

思
う
が
。）

課
長　

町
で
も
処
遇
改
善

補
助
を
、
保
育
士
の
人
件

費
加
算
と
い
う
こ
と
で
実

施
し
て
い
る
。
普
通
の
町

で
あ
れ
ば
、
１
人
で
20

人
み
て
い
る
と
こ
ろ
を
、

17
・
18
人
を
見
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
保
育
士
１
人

１
人
の
賃
金
で
は
な
く
、

１
人
１
人
の
抱
え
る
仕
事

の
負
担
を
軽
減
し
、
よ
り

よ
い
保
育
の
提
供
、
改
善

を
お
願
い
し
て
い
る
。

農
産
物
の
被
害
状
況
に
つ

い
て

質　

プ
ラ
ム
ポ
ッ
ク
ス

ウ
ィ
ル
ス
の
状
況
に
つ
い

て
。

課
長　

平
成
21
年
度
か
ら

平
成
26
年
６
月
現
在
64
園

地
、
７
３
９
本
伐
採
、
伐

根
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

質　

害
獣
等
に
よ
る
被
害

状
況
に
つ
い
て
。

課
長　

本
年
９
月
現
在
、

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が

町
内
18
件
で
、
農
作
物
被

害
対
策
委
員
会
を
設
置
し

協
議
検
討
し
て
い
る
。

本
宿
小
東
側
周
辺
雨
水
対

策
と
児
童
生
徒
の
、
安
全

確
保
に
つ
い
て

質　

進
捗
状
況
と
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
。

課
長　

周
辺
雨
水
対
策
の

調
査
は
終
了
し
、
対
策
は

こ
れ
か
ら
だ
が
早
期
解
決

は
難
し
い
。
浸
透
処
理
施

設
等
多
様
な
対
応
策
を
研

究
す
る
。
水
た
ま
り
対
策

は
、
現
地
を
確
認
し
対
応

策
を
検
討
す
る
。

質　

補
助
道
３
号
線
と
藤

谷
街
道
交
差
点
に
正
規
の

信
号
を
と
い
う
住
民
の
強

い
要
望
が
あ
る
が
、
取
り

組
み
状
況
は
。

課
長　

五
日
市
警
察
署
に

確
認
し
た
が
、
交
通
量
等

を
確
認
し
た
結
果
、
現
時

点
で
は
難
し
い
と
の
こ
と
。

引
き
続
き
町
と
し
て
要
望

し
て
行
く
。

空
き
家
対
策
を
問
う

質　

空
き
家
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
。

課
長　

自
治
会
長
の
協
力

の
も
と
行
っ
た
、
１
０
８

戸
の
空
き
家
の
調
査
結
果

を
基
に
居
住
実
態
の
な
い

空
き
家
を
確
認
中
。
今
後

も
、
空
き
家
情
報
の
把
握

に
努
め
、
速
や
か
に
対
応

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

平
井
橋
及
び
平
井
川
河
川

改
修
に
つ
い
て
問
う

質　

平
井
橋
の
改
修
計
画

に
つ
い
て
。

課
長　

今
年
度
平
井
橋
補

修
設
計
委
託
契
約
を
し
、

平
成
27
年
度
以
降
に
補
修

工
事
を
行
う
。

質　

平
井
川
改
修
な
く
し

て
雨
水
排
水
、
防
災
対
策

は
な
い
。
改
修
の
現
状
と

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
。

課
長　

平
成
26
年
度
は
瀬

戸
岡
御
堂
橋
付
近
と
観
音

橋
付
近
を
工
事
予
定
。
日

の
出
区
域
で
の
本
格
的
な

工
事
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

毎
年
、
都
町
村
会
を
通
じ

都
へ
平
井
川
早
期
整
備
の

要
望
を
し
て
い
く
。

平井橋

町内の保育園

平ひ
ら

野の 

隆た
か

史し



一
般
質
問

11 ひので議会だより        号172

青
あお

鹿
しか

 和
かず

男
お

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に

つ
い
て
問
う

質　

商
工
振
興
施
策
と
し

て
補
助
金
制
度
導
入
を
。

課
長　

振
興
策
と
し
て
ど

の
程
度
の
効
果
が
あ
る
の

か
、
研
究
を
続
け
た
い
。

町
長　

活
力
に
満
ち
た
自

立
し
た
町
づ
く
り
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
商
工
業
者
・

農
林
業
者
の
繁
栄
は
不
可

欠
で
あ
る
。
前
向
き
に
商

工
会
と
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

公
園
に
健
康
遊
具
の
設
置

を課
長　

健
康
遊
具
の
設
置

は
老
化
防
止
、
介
護
予
防

な
ど
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
と
考
え
る
、
安
全
課

題
を
考
慮
し
、
慎
重
に
検

討
し
た
い
。

水
環
境
の
保
全
の
行
動
促

進
策
を
問
う

質　

公
共
施
設
で
の
石
鹸

の
利
用
促
進
を
求
め
る
。

課
長　

な
ぜ
石
鹸
が
良
い

の
か
、
石
鹸
と
合
成
洗
剤

の
違
い
を
ま
ず
お
知
ら
せ

し
た
い
。

質　

水
源
地
で
あ
る
認
識

と
取
り
組
み
を
。

町
長　

３
２
０
億
円
か
け

た
下
水
道
の
普
及
で
水
質

が
改
善
し
た
。
水
資
源
の

涵
養
と
し
て
森
林
の
維
持

管
理
、
撫
育
管
理
を
通
し
、

平
井
川
の
水
質
維
持
を
図

り
、
親
し
ま
れ
る
川
に
育

て
て
行
き
た
い
。

低
す
ぎ
る
難
病
手
当
の
増

額
を
問
う

質　

近
隣
自
治
体
と
比
較

し
て
低
す
ぎ
る
手
当
の
増

額
を
求
め
る
。

課
長　

27
年
１
月
１
日
か

ら
新
た
な
難
病
医
療
費
助

成
制
度
が
実
施
さ
れ
、
指

定
難
病
が
３
０
０
を
超
え

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
近

隣
自
治
体
で
も
手
当
て
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
福
祉
施
策
等

全
体
の
中
で
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

選
挙
公
約
を
問
う

質　

選
挙
公
約
の
検
討
状

況
は
。

町
長
『
医
療
費
無
料
化
を

75
歳
か
ら
70
歳
に
』
…
本

年
12
月
に
条
例
案
を
議
会

へ
提
出
予
定
。
②
『
待
機

児
を
解
消
』
…
９
月
１
日

現
在
３
人
の
待
機
児
童
が

い
る
。
解
消
す
る
施
策
を

行
う
。
③
『
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
』
…
支
援
事
業
計
画

化
の
予
定
。
④
『
本
宿
小

と
給
食
セ
ン
タ
ー
立
替
…

平
成
27
年
度
策
定
の
学
校

整
備
計
画
等
で
示
す
⑤

『
梅
ケ
谷
ト
ン
ネ
ル
』
…
平

成
28
年
度
か
ら
着
工
予
定

⑥
『
総
合
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー
』
…
建
設
地
、
施
設

内
容
な
ど
、
検
討
す
る
。

⑦
『（
仮
称
）
野
鳥
の
森
・

こ
ど
も
自
然
公
園
』
…
今

年
度
、
基
本
計
画
を
策
定

予
定
。
⑧
『
行
財
政
改
…

職
員
定
数
の
10
％
強
削
減
、

高
齢
者
対
策
の
再
構
築
、

財
政
調
整
基
金
の
積
み
増

し
、
町
長
報
酬
10
％
カ
ッ

ト
実
施
し
て
き
て
い
る
。

引
き
続
き
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
そ
の
他
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
可

能
施
設
等
を
調
査
中
。

教
育
委
員
会
の
制
度
改
革

を
問
う

質　

改
革
案
の
ポ
イ
ン
ト

は
。
い
つ
か
ら
施
行
か
。

教
育
長　

ポ
イ
ン
ト
は
…

①
新
教
育
長
を
置
く
。
②

総
合
教
育
会
議
を
設
置
③

首
長
は
、
総
合
的
な
施
策

の
大
綱
を
作
成
④
緊
急
の

必
要
が
あ
る
場
合
に
文
部

科
学
大
臣
が
教
育
委
員
会

に
指
示
で
き
る
。
平
成
27

年
４
月
１
日
施
行
。

文
化
財
登
録
制
度
の
導
入

を
問
う

質　
「
文
化
財
保
護
条
例
の

導
入
を
図
る
べ
き
と
思
う

が
。

課
長　

文
化
財
保
護
審
議

委
員
と
協
議
し
、
制
度
の

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

水環境の保全・平井川の流れ

国指定天然記念物・幸神神社の
シダレアカシデ

折お
り

田た 

眞ま

知ち

子こ
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決算を審査中の議場

会　　　計　　　名 歳　　　　入 歳　　　　出

一　　 般　　 会　　 計 9,041,668,067 円 8,805,956,249 円

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 会 計 2,153,822,552 円 2,117,670,038 円

下 水 道 事 業 会 計 927,969,385 円 918,734,070 円

介 護 保 険 会 計 1,167,983,070 円 1,143,646,773 円

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 322,232,579 円 313,537,151 円

合　　　　　　計 13,613,675,653 円 13,299,544,281 円

平成25年度会計別決算

Q�　

経
常
収
支
比
率
な
ど
の
財

政
指
標
及
び
健
全
化
判
断
比

率
は
。

A�　

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
よ
り
１
．
９
％

改
善
し
た
。
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
早

期
健
全
化
基
準
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。

Q�　

地
域
振
興
費
の
活
用
等
、

今
後
の
基
金
の
積
み
立
て
計

画
は
。

A�　

地
域
振
興
費
を
一
般
財
源

に
あ
て
、
そ
の
分
余
裕
が
あ

れ
ば
基
金
に
積
み
立
て
が
出

来
る
。
当
面
は
財
政
調
整
基

金
10
億
円
を
め
ど
に
積
み
立

て
て
い
き
た
い
。

Q�　

一
般
会
計
借
り
入
れ
残
高

の
推
移
は
。

A�　

25
年
度
を
ピ
ー
ク
に
償
還

は
若
干
減
っ
て
き
た
が
、
防

災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
工

事
、
諏
訪
下
町
営
住
宅
工
事

に
よ
り
30
年
度
く
ら
い
か
ら

増
え
て
い
く
。

Q�　

法
人
税
の
大
幅
な
増
加
と

個
人
住
民
税
の
減
は
。

A�　

法
人
税
に
つ
い
て
は
１
法

人
の
業
績
が
著
し
く
良
好
で

あ
っ
た
。
他
の
法
人
に
つ
い

て
も
若
干
ず
つ
伸
び
る
兆
し

が
あ
る
。
個
人
住
民
税
に
つ

い
て
は
、
34
～
44
歳
く
ら
い

の
年
代
が
増
え
て
き
て
い

る
。
今
後
所
得
に
反
映
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

Q�　

収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
。

A�　

10
年
連
続
で
減
少
し
て
い

る
。
全
力
で
発
生
さ
せ
な
い

よ
う
努
力
し
た
い
。

決
算
を
集
中
的
に
審
査
す
る
予
算
決
算
常
任
委
員
会

が
行
わ
れ
、活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、16
日
の
本
会
議
最
終
日
に
は
、委
員
長
に

よ
る
審
査
経
過
・
審
査
結
果
の
報
告
及
の
後
、採
決
に

よ
り
５
つ
の
会
計
決
算
全
て
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

  

主
な

　
　
質
疑

Q & A

一
般
会
計

平成 25 年度 各
会
計
の
決
算
を
集
中
審
議
（
９
月
８
・
９
日
）
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おでかけ支援ドリームカー

Q�　

効
率
的
な
滞
納
処
分
の
実

施
は
。

A�　

き
め
細
か
で
丁
寧
な
納
税

交
渉
、
悪
質
な
滞
納
者
に
は

厳
正
な
対
応
、
居
所
不
明
者

等
の
執
行
停
止
な
ど
に
よ
り

出
来
る
限
り
減
ら
し
て
い
き

た
い
。

Q�　

経
常
収
支
比
率
は
。

A�　

税
収
の
減
に
よ
り
高
く

な
っ
た
。平
成
17
年
度
か
ら
、

行
財
政
改
革
の
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、歳
出
削
減
、

財
源
確
保
に
取
り
組
み
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

Q�　

日
の
出
町
サ
ー
ビ
ス
総
合

セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
の
収
支

決
算
は
。

A�　

つ
る
つ
る
温
泉
、
塩
田
ト

マ
ト
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
黒

字
化
が
な
っ
た
。
肝
要
の
里

に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
。

今
後
も
黒
字
化
に
向
か
っ
て

努
力
し
て
い
く
。

Q�　

人
事
制
度
構
築
委
託
料
の

事
業
効
果
は
。

A�　

個
々
の
職
員
の
能
力
を
引

き
出
す
た
め
に
実
施
し
て
き

た
。
今
後
よ
り
良
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
て
職

員
の
育
成
が
図
れ
る
も
の
と

確
信
し
て
い
る
。

Q�　

予
備
費
の
充
用
は
。

A�　

雪
害
対
応
の
車
両
の
修
繕

料
、借
り
上
げ
料
４
百
万
円
。	

　

雪
害
に
よ
る
庁
用
車
車
庫

の
解
体
撤
去
工
事
。
町
議
会

議
員
補
欠
選
挙
の
対
応
、
弁

護
士
相
談
料
、
大
島
町
義
援

金
。

Q�　

大
島
へ
の
台
風
に
よ
る
見

舞
金
は
。

A�　

町
村
会
で
見
舞
金
を
２
百	

万
円
出
す
こ
と
に
な
り
、
人

口
そ
の
他
の
割
合
か
ら
日
の

出
町
は
35
万
円
支
出
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

Q�　

土
地
開
発
公
社
の
返
済
に

つ
い
て
は
。

A�　

返
済
計
画
に
基
づ
い
て
、

26
、
27
、
28
年
度
で
利
子
分

も
含
め
、
約
１
億
１
千
万
円

支
払
う
計
画
。

Q�　

平
成
20
年
度
と
25
年
度
の

人
件
費
の
推
移
と
職
員
数
の

推
移
は
。

A�　

人
数
は
減
っ
て
い
る
が
、

人
件
費
は
退
職
金
、
役
職
に

応
じ
た
特
別
負
担
金
等
で
加

算
が
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
変
化

が
な
い
状
態
。

Q�　

地
方
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納

は
。

A�　

平
成
25
年
度
か
ら
開
始

し
て
お
り
、
全
体
の
件
数

は
８
３
４
７
件
。
収
納
金

額
１
億
２
千
６
百
70
万
７
千

円
。
利
用
率
は
件
数
が
12
．

４
パ
ー
セ
ン
ト
。
金
額
に
す

る
と
６
．
２
％
。
委
託
料
に

つ
い
て
は
、
実
績
に
基
づ
い

て
支
払
っ
た
。

Q�　

歳
入
と
次
世
代
育
成
ク
ー

ポ
ン
、
医
療
費
助
成
、
青
少

年
育
成
支
援
事
業
等
今
後
の

事
業
費
の
伸
び
率
は
。

A�　

お
子
様
に
関
す
る
経
費
に

つ
い
て
は
27
～
28
年
く
ら
い

が
ピ
ー
ク
か
と
考
え
る
。
高

齢
者
に
つ
い
て
は
、
当
分
の

間
増
え
続
け
る
と
思
う
。
財

源
に
つ
い
て
は
、
景
気
の
回

復
、
自
主
財
源
の
確
保
、
歳

出
面
で
の
削
減
等
で
、
財
源

を
生
み
出
し
な
が
ら
施
策
の

実
現
に
努
め
る
。

Q�　

お
で
か
け
支
援
ド
リ
ー
ム

カ
ー
の
台
数
の
増
加
に
つ
い

て
は
。

A�　

お
お
む
ね
予
約
が
埋
ま
っ

て
い
る
状
態
。
今
後
の
需
要

を
見
据
え
た
上
で
検
討
し
た

い
。

Q�　

健
康
増
進
事
業
費
等
の
減

少
に
つ
い
て
は
。

A�　

が
ん
検
診
委
託
料
が
受
診

率
50
％
を
目
途
だ
っ
た
が
、

20
数
％
に
落
ち
て
い
る
関
係

で
減
と
な
っ
た
。

Q�　

障
害
者
の
交
通
費
助
成
事

業
は
。

A�　

年
間
１
万
８
千
円
以
上

で
、
個
人
で
利
用
し
た
タ
ク

シ
ー
に
対
し
て
領
収
書
を
添

付
す
る
。
ガ
ソ
リ
ン
代
は
該

当
し
な
い
。
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Q�　

が
ん
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
認
定
者
数
、
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
。

A�　

25
年
度
で
申
請
を
し
た
方

２
８
９
名
で
認
定
が
２
２
２

名
、
そ
の
他
の
方
は
75
歳
医

療
費
助
成
に
回
っ
た
方
、
転

出
等
で
資
格
が
無
く
な
っ
た

方
。

　

�　

一
人
当
た
り
の
医
療
費
が

下
が
っ
て
い
る
の
は
、
医
療

費
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

Q�　

不
法
投
棄
対
策
経
費
は
。

A�　

環
境
美
化
作
業
委
託
に
つ

い
て
は
、
月
に
１
度
シ
ル

バ
ー
に
町
内
の
不
法
投
棄
の

見
回
り
を
お
願
い
し
て
い

る
。

　

�　

不
法
投
棄
看
板
作
成
委
託

料
は
、
３
種
類
30
枚
づ
つ
を

作
成
し
、
申
し
出
が
あ
れ
ば

差
し
上
げ
る
形
で
お
願
い
し

て
い
る
。

Q�　

肝
要
の
里
の
運
用
状
況

は
。

A�　

な
か
な
か
入
込
客
数
が
伸

び
な
い
。
今
後
観
光
ま
ち
づ

く
り
事
業
を
５
団
体
補
助
し

て
い
る
が
、
そ
ち
ら
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
25
年
度
を
上

回
ら
せ
た
い
。
商
品
等
の
Ｐ

Ｒ
を
は
か
り
、
事
あ
る
ご
と

に
町
外
に
向
け
て
発
信
し
て

い
き
た
い
。

Q�　

農
業
振
興
経
費
・
観
光
費

の
事
故
繰
越
に
つ
い
て
は
。

A�　

農
業
振
興
経
費
は
２
月
の

大
雪
に
よ
り
農
園
整
備
事
業

が
遅
れ
た
た
め
。
観
光
費
は

森
林
景
観
整
備
委
託
料
は
大

雪
の
関
係
で
現
地
に
入
れ
な

い
状
況
が
続
い
た
た
め
。
い

ず
れ
も
５
月
に
全
て
完
了
し

た
。

Q�　

花
粉
対
策
事
業
経
費
に
つ

い
て
は
。

A�　

当
初
３
．
59
ヘ
ク
タ
ー
ル

予
定
し
て
い
た
が
、
事
業
の

箇
所
が
限
定
さ
れ
た
た
め
、

30
％
の
１
．
08
ヘ
ク
タ
ー
ル

実
施
し
た
た
め
、
当
初
よ
り

減
額
と
な
っ
た
。

Q�　

平
井
地
区
雨
水
配
水
対
策

調
査
委
託
は
。

A�　

東
本
宿
か
ら
道
場
に
か
け

て
、
ど
の
程
度
側
溝
等
が

入
っ
て
い
る
の
か
を
調
査
す

る
も
の
。
今
後
に
つ
い
て
は

27
年
度
以
降
考
え
て
い
く
。

Q�　

農
業
委
員
会
の
定
数
は
。

A�　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
選

挙
で
委
員
さ
ん
は
決
め
ら
れ

て
お
り
、
議
会
推
薦
、
農
業

団
体
推
薦
を
含
め
現
在
は
16

名
。

Q�　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
予
算

は
。

A�　

老
朽
化
が
目
立
っ
て
お

り
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
土
の

改
良
、
ト
イ
レ
の
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
等
徐
々
に
手
を

付
け
て
い
く
。

Q�　

地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
費

は
。

A�　

青
少
年
健
全
育
成
会
の
活

動
に
つ
い
て
、
前
年
度
の
残

金
が
あ
り
、
補
助
金
が
な
く

て
も
活
動
で
き
た
た
め
、
減

額
と
し
た
。

Q�　

言
語
能
力
向
上
推
進
授
業

に
つ
い
て
は
。

A�　

25
年
度
は
本
宿
小
学
校

と
、
平
井
小
学
校
。
26
年
度

は
平
井
小
学
校
１
校
。

Q�　

河
川
の
水
位
計
の
設
置
状

況
は
。

A�　

平
井
川
に
つ
い
て
は
、
西

多
摩
建
設
事
務
所
が
管
理
し

て
お
り
、
尾
崎
橋
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。

Q�　

流
用
し
た
金
額
の
戻
し
に

つ
い
て
は
。

A�　

ど
う
し
て
も
、
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
事
業
に
流
用

し
、
そ
の
後
補
正
予
算
で
流

用
し
た
金
額
を
戻
し
て
い

る
。

Q�　

日
の
出
町
の
事
務
事
業
の

数
は
。

A�　

毎
年
約
３
０
０
く
ら
い
で

推
移
し
て
い
る
。
26
年
度
は

一
般
会
計
で
２
７
１
件
。

日の出町の山林

町民グランド
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Q�　

土
地
賃
借
料
、
土
地
の
取

得
に
つ
い
て
は
。

A�　

地
権
者
の
都
合
等
も
あ

り
、
事
業
の
継
続
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Q�　

循
環
バ
ス
運
行
委
託
料
、

運
行
状
況
は
。

A�　

利
用
者
数
に
つ
い
て
は
増

加
し
て
い
る
。
本
数
に
つ
い

て
は
増
加
は
難
し
い
状
況
。

　�　

バ
ス
停
に
つ
い
て
は
、
設

置
す
る
の
は
難
し
い
。
今
後

検
し
た
い
。
バ
ス
の
回
り
方

に
つ
い
て
は
、
ベ
ス
ト
な
状

態
と
思
う
が
、
要
望
な
ど
は

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

Q�　

教
育
費
の
24
万
１
千
円
の

流
用
に
つ
い
て
は
。

A�　

市
町
村
共
済
組
合
の
負
担

金
の
不
足
に
よ
り
流
用
し
、

そ
の
後
補
正
予
算
を
組
み
、

流
用
額
を
戻
し
た
。

Q�　

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
の
実
行

委
員
補
助
金
は
。

A�　

サ
ッ
カ
ー
教
室
、
大
会
当

日
に
配
っ
た
う
ち
わ
、
お
も

て
な
し
の
飲
み
物
、
広
報
の

経
費
、
駐
車
場
の
草
刈
等
の

経
費
等
。

Q�　

今
後
の
行
財
政
の
重
点
を

ど
こ
に
お
く
の
か
。

A�　

財
政
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
町
づ
く
り
を
す
す
め
、
合

理
化
の
中
で
少
数
精
鋭
で
の

町
づ
く
り
、
町
民
サ
イ
ド
に

た
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て

い
く
。

Q�　

町
有
財
産
の
売
り
払
い
に

つ
い
て
は
。

A�　

自
主
財
源
を
考
え
る
上
で

も
売
却
で
き
る
物
は
売
却

し
、
維
持
管
理
費
の
節
減
を

図
る
と
同
時
に
固
定
資
産
税

等
の
税
収
に
も
結
び
付
け
た

い
。

国
民
健
康
保
険

Q�　

国
民
健
康
保
険
が
東
京
都

に
移
さ
れ
る
と
聞
く
が
、
保

険
業
務
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
。

A�　

平
成
29
年
に
向
け
て
国
と

都
道
府
県
が
協
議
を
し
て
い

る
。
保
険
税
の
賦
課
徴
収
、

資
格
の
管
理
、
保
険
事
業
等

は
引
き
続
き
町
の
役
割
と
な

る
予
定
。

Q�　

国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収

率
は
。

A�　

現
年
度
分
が
０
．
３
ポ
イ

ン
ト
下
が
っ
た
。
必
ず
し
も

値
上
げ
の
影
響
と
は
限
ら

ず
、
そ
の
年
度
に
よ
っ
て
増

減
が
あ
る
と
思
う
。
今
後
検

証
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q�　

検
診
率
に
つ
い
て
は
。

A�　

国
保
の
特
定
検
診
に
つ
い

て
、
昨
年
の
実
績
で
は
40
か

ら
74
歳
ま
で
52
．
３
％
。
前

年
度
を
９
．９
％
上
昇
し
た
。

特
定
保
険
指
導
に
つ
い
て
も

57
．
１
％
と
23
．
４
％
の
上

昇
と
な
っ
た
。

下
水
道
事
業

Q�　

企
業
で
接
続
し
て
い
な
い

所
11
件
と
聞
い
た
が
、
変

わ
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
か
。

A�　

業
種
の
変
更
に
よ
り
、
企

業
と
し
て
は
現
在
8
件
が
ま

だ
未
接
続
。

介
護
保
険

Q�　

新
た
な
施
設
の
オ
ー
プ
ン

が
待
機
者
の
入
所
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
。

A�　

26
年
度
に
つ
い
て
は
、
新

清
快
園
が
開
所
し
、
定
員

１
１
８
名
で
す
で
に
１
１
０

人
が
入
所
。
幸
神
さ
く
ら
は

定
員
１
２
０
名
で
、
２
０
０

名
程
度
応
募
が
あ
る
と
の
こ

と
。

Q�　

介
護
給
付
費
の
準
備
積
立

金
は
。

A�　

25
年
度
末
の
基
金
の
残
高

３
千
５
百
94
万
７
千
７
２
６

円
と
な
っ
て
い
る
。
26
年
度

に
つ
い
て
は
５
千
４
百
万
円

余
を
確
保
し
て
い
る
。

後
期
高
齢
者

Q�　

後
期
高
齢
者
の
短
期
保
険

証
の
発
行
は
。

A�　

後
期
高
齢
者
に
は
発
行
し

て
い
な
い
。

特
別
会
計

新たにオープンした福祉施設
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日の出議会だより
表紙写真を募集しています

日の出町議会では、年 4回発行する「ひので議会だより」の表紙写真に、町民の皆様からの
写真を募集いたします。

１．応募期間  （第 1回）
○平成 26年 11月 15日から 12月 28日
○第 173号（平成 27年 2月 15日発行）に掲載予定
○町内で撮影した冬をイメージした写真

２．応募条件 
○町内在住・在勤の方
○日の出町内で応募者自身が撮影した、未発表のオリジナル作品に限ります。
○明らかに人物が特定される場合は、ご本人の了承を得てください。
○応募写真は無償で日の出町議会が使用することに許諾したものとします。
○一人につき１作品応募できます。

３．審査 
　　議会だより編集委員会が審査します。

４．紙面への掲載 
○氏名、地区名及び撮影場所を掲載します。なお、作品はカラー写真で掲載されます。

５．規格 
　〔メールの場合〕
○画像サイズ：1600×1200 ピクセル以上　　○ファイル形式：JPEG
○ファイルサイズ：メール 1件につき３MB程度まででお送りください。

　〔郵送の場合〕※作品は返却いたしません
○印紙サイズ：2Lサイズ以上A4程度

６．応募方法 
　　表紙写真応募用紙に必要事項を記入の上、下記あて先までご応募ください。
　　　※応募用紙は、議会ホームページ、議会事務局まで

７．宛先 
　　〒 190-0192	 日の出町平井 2780番地
	 日の出町議会事務局
　　メールアドレス	 gikai@town.hinode.tokyo.jp
　　メールの件名	 「議会だより写真応募」
　　　※詳しくは、日の出町議会ホームページまたは議会事務局までお問い合わせください。
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次の定例会は12月に開かれます

12 月定例会日程（予定）
11 月 25 日（火）議会運営委員会 10:00 〜

12 月 1 日（月）本会議（議案審議） 10:00 〜

2 日（火）総務まちづくり常任委員会   9:00 〜

厚生文教常任委員会 13:00 〜

3 日（水）予算決算常任委員会 10:00 〜

4 日（木）休会日

5 日（金）休会日

6 日（土）休会日

7 日（日）休会日

8 日（月）議会運営委員会 10:00 〜

9 日（火）休会日

10 日（水）本会議（一般質問） 10:00 〜

11 日（木）本会議（一般質問） 10:00 〜

12 日（金）本会議（議案審議） 10:00 〜

　会議録とは、議会の活動経過を開会から閉会
まで詳しく記録した公文書です。
　知りたい情報を広く的確に調べることができ
ますので、積極的にご活用ください。

秋川流域市町村議会議長会に対
して、秋川消防所長より、日頃の
救急業務の充実と、発展に対する
協力に対して感謝状が贈呈され
ました。

日の出町議会情報には「議会開催日程・内容・
議会だより」等も掲載しています。

本会議の会議録を
インターネット公開しています。

町のホームページ…
（www.town.hinode.tokyo.jp）

↓
日の出町 行政情報・日の出町議会情報

↓
会議録検索システム

アクセス方法
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再生紙を使用しています。

西多摩郡議員親睦会

講 師　政治ジャーナリスト　泉　宏 氏
演 題　「�政局展望＝日中、原発再稼働、福

島知事選‥揺れる安倍政権＝」

10 月３日、檜原村都民の森にて開催されました。

10 月 29 日、桧原村役場において開催されました。

○�東京の広域化する交通混雑の緩和や安全で快適な
まちづくりを目指す。

10 月 30 日、日比谷公会堂において開催されました。

猛
暑
だ
っ
た
夏
も
過
ぎ
季
節
は
す
っ
か
り
秋
で
す
。町
民
の
皆
様
は
、い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

今
年
も
す
で
に
残
り
少
な
い
日
々
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
今
年

も
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
自
然
災
害
で
は
、
二
月
の
記
録
的
な
大
雪
、
ま
た
八
月
に
は

広
島
県
で
の
土
砂
災
害
で
、
尊
い
生
命
と
住
む
場
所
が
瞬
時
に
奪
わ
れ
る
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
し
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
対
し
て
、
日
の
出
町
で
も
こ
れ
ま
で
の
防
災
計

画
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
「
自
助
・
共
助
」
の
精
神
と
自
ら
住
ん
で
い
る
地
域
特
性
を
理

解
し
た
上
で
、
日
頃
か
ら
さ
ら
に
防
災
・
減
災
意
識
を
高
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
写
真
を
公
募
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に

応
募
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
広
報
に
興
味
を
持
ち
、
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
紙
面
作
り

に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

編
集
委
員　

川
脇　

敏
徳

西多摩地区議長会議員研修会

第25回東京都道路整備事業推進大会

議会だより編集委員
川脇　敏徳	 東　　玉喜	 小玉　正義
濵中　映慈	 青鹿　和男	 折田　眞知子
	 	   （編集委員長）

担当者　濵中

日の出町議会事務局


